
 四日市版コミュニティスクール報告書（平成３０年度総括） 
 

四日市市立 楠小学校 
 

校 長 鈴木 敏夫  
 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

楠小学校は、四日市版コミュニティスクールの指定を受け５年目となりました。学校教

育目標「思いやりとたくましさをもち、学びあう子の育成」を実現するため、学校をサポ

ートいただいている保護者や地域の方々の活動を継続・発展させ、学校教育のさらなる充

実を図りました。今年度は地域の方が先生となる「一日先生」を充実し、学校・家庭・地

域の連携をより深めていけるように、取り組みを進めました。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（１）教育活動の実践事例 

地域の教育力を生かした特色ある教育活動として、１

年生は、1 月に老人会のみなさんと昔の遊び交流会を行

い、世代を越えた温かい交流を通して豊かな情操を育み

ました。 

２年生は、地区探検を行い、楠福祉会館等の見学を通

して自分たちが住んでいる現在の楠町について学習しま

した。 

３年生では、本郷地区のホタルについて学習したり、昭和の生活について楠民俗資料館

見学をしたりして、地域の方とともに活動しました。ま

た、豊かな自然があふれる吉崎海岸に産卵に来るウミガ

メの生態についても学習しました。南楠で行われている

地域伝来の鯨船の組立を見学させていただきました。 

４年生は、楠中学校との連携として、合唱コンクール

の様子を鑑賞したり、音楽ｸﾗﾌﾞの演奏を鑑賞したり様々

な楽器を演奏させてもらったりしました。 

５年生は、学習する地域を、四日市市全体に広げ、企業（東ｿｰ）との連携授業をはじめ、

環境学習に取り組みました。 

６年生はキャリア教育の取り組みとして、今年度も地

域で様々な職業に従事してみえる方々に聴き取り学習を

行いました。さまざまな地域の方々とのふれあいを通し

て自身の将来を考える貴重な機会となりました。 

全学年を通して、学力向上のために、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、拡

大コピーやカラーコピー等を活用するとともに、子どもたちに視覚的にもわかるように、

ろうか等にこれまで学習してきた内容を掲示する等のとりくみを行いました。 
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運営協議会開催の際には、授業参観を実施し、日常的な授業の様子を見てもらいご意見

をいただきました。 

昨年度から行っている「一日先生」は、地区市民センターより予算もつけていただいて、

実施することができました。具体的には、地域の方が先生になり、習字教室や絵画教室、

和菓子作り、陸上教室等、２０種類の教室を子どもたちの希望をとって 2 種類経験できる

という取り組みでした。今年度は、保護者の教室や、家庭教育講座も合わせて実施し、活

動が充実してきています。 

 

（２）コミュニティスクール（運営協議会）の取り組みによる効果 

「一日先生」では、各スポーツ少年団や楠子連、消防団、地域の習字教室や絵画教室等

の様々な団体が協力して活動することができました。今年度は保護者の教室や家庭教育講

座も合わせて実施することで、活動が充実してきています。 

ほとんどの子どもたちが「もう一度やりたい」とア

ンケートに答え、講師の方も子どもたちを対象に指導

することで、子どもたちの真剣な姿勢に、有意義な時

間を過ごすことができたと答えています。また、講師

の方からは今年度の反省を生かして来年度も取り組み

たいという感想が多くありました。このように、コミ

ュニティスクールで企画した活動が、楠地区を挙げての取り組みとなり、大きな成果があ

ったと言えます。 

また、コミュニティスクールにおいて、毎回授業参観を行い学校での学習の様子を何度

も見てもらうことで、1 年間の子どもたちの成長を理解してもらうとともに、社会教育活

動での子どもたちの様子と比較する等、子どもたちを多面的に捉えることができました。 

児童アンケート「学校が楽しい」および、保護者アンケート「お子さんは楽しく学校に

通っていますか」の結果はいずれも昨年度同様、肯定的評価が９割を越えています。 

地域と連携した取り組みによって、楠町を愛し、ふるさとに誇りをもてる子どもに着実

に育っています。また、地域からの多大な協力、サポートをいただいたことで、教職員も

地域連携の重要性を再認識することができました。 

 

３ 今後に向けて 

今後も子どもたちの育成のために、保護者・地域との連携をさらに進めていくという意

識を高めていきたいと思います。 

改善の方向性として、自治会等地域の活動団体とのつながりや連携をより深めて、生活

リズムの向上、学力向上、体力づくりの推進、防災教育の充実等が考えられます。 

運営協議会発足５年目の今年は、運営協議会からの独自企画として、「一日先生」とい

う地域連携事業を充実・成功させることができました。 

今後の展望としては、保護者・地域と連携した取り組みを発展・継続させ、子どもたち

の自尊感情育成につなげていきたいと考えています。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 
 

 

５ 
 

第１回運営協議会(１６日) 
 

・３０年度活動計画等について 
・３０年度学校づくりビジョンについて 
・授業参観 
・地域活動費事業「一日先生」について 

６ 
 

第２回運営協議会(２０日) 
 

・授業参観 
・子どもたちの様子について(講評) 
・地域活動費事業「一日先生」について 

７ 
 
 

 

８ 
 
 

 

９ 
 

第３回運営協議会(２２日) 
 

・「一日先生」(地域活動費事業) 

10 
 
 

 

11 
 

第４回運営協議会(１４日) 
 

・発表集会参観(音楽会リハーサルを含む) 
・２学期の取組報告（学力調査・「一日先生」） 
・子どもたちの様子について 

12 
 
 

 

１ 
 
 

 

２ 
 

第５回運営協議会(１４日) 
 

・授業参観 
・学校アンケート結果について 
・運営協議会年間総括 
・来年度に向けて 
・来年度「１日先生」検討 

３ 
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